
 「さようなら！」と帰りの STでみんなとあいさ
つをした後、先生には一つの習慣があります。それ

は、黒板をキレイに美しくすること。チョークの面

影が残らないくらい黒板消しを使って美しくキレ

イになるまで消します。最近、崎山さんが先生の黒

板消しの習慣を手伝ってくれます。「黒板がキレイ

だと気持ちがいい」と言わんばかりに頑張ってキレ

イに消してくれます。ステキですね。あなたも先生

の習慣の仲間になりませんか！？ 

避難訓練 
 金曜日に行った火災を想定した避難訓練。九州・熊本で発生した大地震もあり、今回の避難訓練

を、いつ訪れるかわからない災害に備えて真剣に取り組む生徒が３E だけでなく、全校を見渡して
みて本当に多く見られました。避難訓練を終えて、生徒の感想を紹介します。 
・ 「私はハンカチをいつも学校に持ってきているけれど、いつもポケットに 
入れているわけではないから、毎日ポケットに入れておかなきゃと思った。」 

・  「災害は突然起こるものなので、日頃から災害というのを意識して生活し

ていきたい。」 
・  「万が一地震や火災が起きたときのために、家族とどこへ避難するかなど、

今日帰ったら話をします」 
・  「今回の避難訓練は、いつも以上に真剣に取り組むことができました。教頭先生がおっしゃっ

ていた『本当に災害が起きたときに一番大切なことは生きることだ』という言葉が心に残りまし

た。」 
・  「本当に災害が起きたときにパニックになる可能性があるから、今日の訓練を本当に大事に取

り組みました。熊本の人たち･･･頑張れ！！」 
・  「いつも避難訓練の時は正直ダルかったけど、熊本での地震のように、大震災に自分がいた時

を想像してしっかりと取り組むことができた。みんなも緊張感があったように思う。」 
・  「今日は訓練だったけど、もし地震や火災が起きたときは『おはしも』を忘れずに冷静に、素

早く今日の訓練通りに動きたいと改めて思った。」 
・ 「教頭先生がおっしゃっていた、『中学生は守られる側ではなく、自分で自分を守   
り、さらに小さい子やお年寄りも守る側』ということをしっかり覚えておきたい。」 

・ 「本当の避難は訓練とは全く違うという話を聞いたので、緊張感を持って取り組 
みました。」 

・ 「今回は訓練があると、あらかじめ言われていたから、心の準備や余裕があった    
けど、突然訓練を行ったら、今回と同じ動きができるか･･･心配と不安があります。」 

一部を紹介しました。訓練の成果が発揮される日がこないに越したことはありません。しかし、

先日起きた熊本での地震のように、災害はいつ、どこで起きるか誰にもわかりません。万が一その

災害に見舞われた時に、少なくても訓練でとった行動はできるように心がけておきましょう。 

３年Ｅ組学級だより 
 ４月２５日（月）

２５日の予定 
１限 理 
２限 音 
３限 国     
４限 英 
５限 LT（クラスでレク）  
 
☆給食当番 C班    →ウインク 
☆掃除場所変わります。  （レクに関係！？） 


